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細胞質ダイニン（cytoplasmic dynein）は、哺乳動物の脳神経系の発生と正常な機能に必須の役割を持つモ

ータータンパク質です。ダイニンは細胞内において、微小管と相互作用をして、物質輸送や細胞の極性決定

に関与していますが、複雑な複合体を形成することや分子量が大きいことから、未だ不明な点があります。 
近年、ダイニンの ATP 結合部位とされる P-loop が同定されました。この P-loop は、ダイニンのモーター駆動

のエネルギーを生み出す ATP 加水分解作用において重要な役割をしていることが明らかになってきました。本

抗体はその P-loop 近傍において、最も抗原性が高い部位を抗原ペプチドとして用い作製いたしました。 
本抗体はダイニンの運動機能への影響、局在性を調べる上で有用です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究用試薬

抗ラットダイニンポリクローナル抗体 

 

容量 25µg（100µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.25mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 ラットダイニンの部分ペプチドを免疫して得られたウサギの抗血清より、ペプチドアフィ
ニティーカラムにて精製。 

使用濃度  ウェスタンブロッティング：0.5～2µg/mL 

ウェスタンブロッティング 

Sample :  

① ブタ脳細胞質ダイニン  

② テトラヒメナ繊毛軸糸 14S ダイニン 

③ テトラヒメナ繊毛軸糸 22S ダイニン 
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